
地域おこし協力隊とは ～黒田を事例として～

２０２２年１２月２２
奈良市東部地域おこし協力隊 ＯＢ 黒田 篤史



前提として・・・・地方創生施策

（出所「地域消滅時を見据えた今後の国土交通戦略のあり方について
平成26年11月」資料より）

◇人口流出と人口減少による地方都市の消滅

目指すべきは
「将来にわたって『活力ある地域社会の実現』」
「東京圏への一極集中の是正」
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１．地域おこし協力隊とは？～黒田は平成26年より着任～



２．地域おこし協力隊の拡充

（出所；内閣府『まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総合戦略」』資料より）
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不特定事業

特定事業

企画業務規定業務

奈良市はフリーミッション型（１期）からミッション型（２期）へ移行

３．地域おこし協力隊の業務区分

ミッション型
・空き家対策
・観光ＰＲ など

ボランティア型
・地域相談員

・コミュニティナース など

起業型
・事業継承・継業

・新規事業メンバー など

フリーミッション型
・イベント企画

・なんでも屋 など



４．地域おこし協力隊の活動内容
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協力隊時代
関わった
事業

（出所；ＪＯＩＮ 田舎暮らし特集～地域おこし協力隊1,811名に聞きました～より）



５．兼業・副業はしている？

7（出所；ＪＯＩＮ 田舎暮らし特集～地域おこし協力隊1,811名に聞きました～より）



６．増えた事減った事

（出所；ＪＯＩＮ 田舎暮らし特集～地域おこし協力隊1,811名に聞きました～より） 8

【お金】
＜増えた事＞
・酒代 ・ガソリン代

＜減った事＞
・年収

【時間】
＜増えた事＞
・仕事 ・勉強
・信頼する仲間

＜減った事＞
・家族サービス



７．地域おこし協力隊の進路 65％の定住率のうち

9



８．地域おこし協力隊の進路

10※赤線は黒田が取り組んでいる事業です。



９．地域おこし協力隊の進路
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